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表紙写真：紫川でのアユの産卵　　裏表紙写真：アユの耳石（長径約3mm、短径約2mm）
　アユは秋に河川の下流で生まれ、稚魚は海まで流されて越冬、翌春になると川をさかのぼり、夏には川
底の藻類を食べて成長します。秋になると産卵し、一年でその一生を終えます。小さな体で大移動をする
アユの行動履歴は、魚の耳にあたる耳石に記録されています。当協会ではこの耳石を用いて魚類の生息
環境を解析しています。
　アユは産卵期になると体の色が黒っぽく変わり、その見た目からサビアユと呼ばれます。北九州市を流
れる紫川では、秋になると産卵のために群れているサビアユを見ることができます。大都市の中でも、命
をつなぐ自然の営みが繰り広げられています。

（表紙写真・文：九環協　宇野 潔、裏表紙写真：同　城内 智行）




